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今月の

新着本

｢上海クライシス｣
春江一也

集英社インターナショナル

危うし！２００８年北京
オリンピック！『上海

日本総領事館員自殺事件』をヒント
に、元外交官の著者が描くサスペン
ス・ロマン。中国内乱へのカウント
ダウン。 【韮山図書館所蔵】

「玻璃
は り

の天」

北村薫／文藝春秋

昭和８年、女学校に通
う花村家令嬢英子とお
つきの女性運転手ベッ

キーさんが事件を解決する。『街の
灯』第２弾。昭和初期の時代背景と
華族社会の雰囲気も興味深い中編３
編を収録。【中央・長岡図書館所蔵】

デビュー作『ピアニシモ』から１８
年、少年トオルと彼にしか見えな
い親友ヒカルが帰ってきた。絶
望・不安・恐怖の闇をトオルは進
む。希望と想像力だけを武器に。
はじめて愛した人を救うために。

【韮山図書館所蔵】

「ピアニシモ・ピアニシモ｣
辻仁成／文藝春秋

｢地球のためにわたし

ができること｣
枝廣淳子／大和書房

レジ袋１枚つくるに
は、おちょこ１杯分も

の石油が必要…知って、始めて、続
けよう！ベストセラー『不都合な真
実』の訳者が綴るエコ・エッセイ。

【長岡図書館所蔵】

｢一分間だけ｣
原田マハ／宝島社

ファッション誌編集者
の藍は仕事が生き甲
斐。恋人が去り、残さ

れた犬のリラとの生活に苦痛を感じ
始めたころ、リラの癌

がん

を知る。愛犬
との出会いと別れを描くヒューマン
ラブストーリー。【中央図書館所蔵】

｢静岡方言誌えーらし

ぞーか｣

富山昭／静岡新聞社

『ちっとらっつ』『しち
もくたい』『はぶにす

る』…東西文化の交わる静岡県は、
豊かな表現力で全国屈指。静岡方
言１，２２６語、巻末には静岡方言番
付・索引も掲載。【中央図書館所蔵】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日　８月６日（月）･１３日（月）
２０日（月）･２７日（月）
３１日（金）

【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日　８月６日（月）･１３日（月）
２０日（月）･２７日（月）
３１日（金）

【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日　８月１日（水）･８日（水）
１５日（水）･２２日（水）
２９日（水）･３１日（金）

問合せ

県指定文化財紹介１

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その28

と　き １０月２８日（日）
ところ 大仁市民会館
対局方式 Ａ・Ｂ各クラス別ハンディ戦５回戦
参加費 ５００円（昼食代）
申込み 左記の地区担当者あてに、電話

または郵送で住所・氏名・電話
番号・段級位を伝えてください。

申込み締切 ９月２５日（火）

囲碁将棋文化の普及と愛好者の資質
向上を目指して、市民文化祭の一環と
して大会を行います。ふるってご参加
ください。

【囲碁】

大仁地区／岩城省吾（田京５３３‐３ 電話０５５８‐７６‐４５９０）
長岡地区／鈴木盛夫（天野４８９‐２ 電話０５５‐９４８‐００９１）
韮山地区／川口勝（四日町９０９‐２ 電話０５５‐９４９‐１８５１）
【将棋】

大仁・韮山／伊藤才一（三福８２３‐３ 電話０５５８‐７６‐２３６６）
長岡・韮山／小沢昌二（北江間１３３‐１ 電話０５５‐９４８‐４０７０）

こ
の
後
、
圓
成
は
北
条
氏
の
故

郷
、
韮
山
の
北
条（
守
山
の
北
側
）

で
、
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
人
々
の

霊
を
弔
っ
た
り
、
残
さ
れ
た
女
子

達
を
養
う
た
め
に
尼
寺
（
後
の
円

成
寺
）
を
営
み
ま
す
。
東
慶
寺
へ

寄
進
す
る
は
ず
だ
っ
た
吊
り
鐘

は
、
お
そ
ら
く
東
慶
寺
に
吊
る
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
圓
成
と
共
に
北

条
の
地
へ
運
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

円
成
寺
消
滅
後
、
こ
の
鐘
の
動

向
に
は
諸
説
が
あ
っ
て
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
が
、
現
在
は
韮
山
金
谷

の
本
立
寺
に
所
蔵
さ
れ
、
県
指
定

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
幕
府
（
北
条
氏
）
の
滅
亡
や
、

尼
寺
・
円
成
寺
の
歴
史
を
秘
め
た

こ
の
鐘
を
見
つ
め
、
歴
史
の
ロ
マ

ン
に
ふ
れ
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

写
真
は
韮
山
金
谷
の
日
蓮
宗

本
立
寺

ほ
ん
り
ゅ
う
じ

の
鐘
楼
に
吊
り
下
げ
ら
れ

て
い
る
県
指
定
文
化
財
の
梵
鐘

ぼ
ん
し
ょ
う

（
吊
り
鐘
）
で
す
。
こ
の
鐘
の
外

面
中
央
部
に
次
の
よ
う
な
銘
文
が

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
相
陽
山
内
松
岡
山
東
慶
禪
寺
鐘

銘
・
・
・
圓
覺
清
拙
叟
銘

曰
・
・
・
壇
門
福
寿
・
・
・
國
界

安
静
・
・
・
壬
申
元
徳
四
年
結
制

後
十
一
日
・
・
・
大
檀
那
菩
薩
戒

尼
　
圓
成
』（
・
・
・
部
略
）

銘
文
か
ら
は
、（
か
け
こ
み
寺

で
有
名
な
北
鎌
倉
の
）東
慶
寺

と
う
け
い
じ

に
、

鎌
倉
幕
府
が
崩
壊
す
る
一
年
前
の

元
徳
四
年
（
一
三
三
二
）
四
月
二

十
六
日
に
最
後
の
執
権
北
条
高
時

の
母
（
＝
北
条
貞
時
の
妻
）
圓
成

え
ん
じ
ょ
う

が
寄
進
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
こ
の
と
き
の
願
い
は
、
北
条

氏
一
門
の
繁
栄
と
国
家
の
平
和
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
銘
文
を
作
っ
た

の
が
円
覚
寺
の
住
職
で
あ
る
高
名

な
渡
来
僧
、
清
拙
正
澄

せ
い
せ
つ
し
ょ
う
ち
ょ
うで
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

と
き
の
圓
成
は
尼
僧
に
そ
う

の
最
上
階
位

で
あ
る
菩
薩
戒
尼

ぼ
さ
つ
か
い
に

を
名
乗
っ
て
い

た
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

圓
成
が
一
門
の
繁
栄
と
国
家
の

平
和
を
願
っ
て
鐘
を
鋳
造
し
た
翌

年
の
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
、

新
田
義
貞
の
鎌
倉
攻
略
に
よ
っ

て
、
鎌
倉
幕
府
と
共
に
北
条
氏
が

滅
亡
す
る
運
命
を
た
ど
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
は
何
と
も
皮
肉
な
も

の
で
す
。

な
お
こ
の
鐘
は
、
黄
銅
製
吊
鐘

の
理
想
的
な
音
色
、『
ラ
』
の
音

を
発
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
指
定
文
化
財
で
す
の
で
、
寺
の

行
事
な
ど
以
外
は
、
許
可
無
く
撞

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

本立寺鐘楼

指定名称 県指定文化財（美術工芸品）
梵鐘
ぼんしょう

指定年月日 昭和３５年１０月１７日
所在地 韮山金谷１６０（本立寺境内鐘楼）
所蔵者 宗教法人　本立寺

ほんりゅうじ

制作年代 元徳４年（１３３２）
制作者 円成尼

えんじょうに

（北条貞時妻）
見学料 無料

↓

鐘
銘（
年
号
と
圓
成
の
銘
部
分
）

こ
の
鐘
で
は
元
徳
四
年
を
、
漢
数
字
二
を

二
つ
並
べ
て
四
と
読
ま
せ
て
い
る

中央図書館
郷土資料室

旧韮山町史
編さん室

郷土資料・古文書保管施設（旧
韮山町史編さん室）は、９月２０日
（木）をもって閉鎖します。旧韮山
町史編さん室にあった資料は、中
央図書館に新しく開設する郷土資
料室に移ります。市内の郷土資料
を集めた郷土資料室を１０月２日
（火）に開設します。

高さ
１．２６５㍍

直径６９．１㌢

東
慶
寺
銘
の
梵
鐘


